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ワ
イ
ヤ
ル

(
l
e
P
a
l
a
i
s
 ,
 
R
o
y
a
l
)

の
中
の
制
場
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

宮
の
間
近
く
、現
今
参
議
院
(
le
C
o
n
s
e
i
l
 
d
'
E
t
a
t)
と
美
術
局
(
le
S
o
u
s
oS
e
c
r
 ,
 
e
t
a
r
i
a
t
 d
e
s
 B
e
a
u
x
 ,
 
A
r
 
,
 
ts) 

ル
・
フ
ラ
ン
セ
ー
と
。
ハ
レ
ー
・
ロ
ワ
ィ
ャ
ル
制
場
と
の
二
劇
場
を
含
ん
で
ゐ
る
宏
批
な
建
物
の
在
る
地
域
に
在
つ
た
c

こ
の
宮
殿
の
建
設

者
は
リ
シ
ュ
リ

ュ
ー
俯
正
で
あ
っ
た
。

こ
の
宮
殿
を
献
じ
て
ゐ
た。

（
一
六
――l
・
1

)

こ
の。
ハレ

ー
・
ロ

ワ
イ
ヤ
ル
と
い
ふ
宮
殿
は
、
ル

ー
ヴ
ル
王

一
六
二
四
年
以
来
僧
正
は
こ
A

に
自
分
の
住
居
を
建
造
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
喋
国時
は
僧
正
宮

(
l
e
 
P
a
l
a
is 
C
a
r
d
i
n
a
l
)

と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
彼
は

一
六
四
二
年
こ

の
宮
殿
で
歿
し
た
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
て

一
六
一二
六
年
に
彼
は
王
室
に

一
六
四
三
年
、
ル
ヰ
十
一
1

一泄
の
崩
す
る
や
王
太
后
ア

ー
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
ノ
シ
ュ
(
A
n
n
e
d
'
.
¥
u
t
r
i
c
h
e
)
は
営
時
五

コ
メ
デ
ィ
ー
•
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
沿
革

前
記
の
如
く
プ
チ
・
プ
ル
ボ
ン
劇
場
の
取
毀
ち
に
遇
つ
た
モ
リ
エ
ー
ル
一
座
は
、

0

0

 

0
 

0

0

0

0

0

0

0

 

第
四
、
パ
レ

ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
時
代

文

學

七 研

完

第
十
五
輯

と
の
雨
官
荷
及
ぴ
、
テ
ア
ー
ト

ル
ヰ
十
四
祉
の
特
別
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
パ
レ

ー
・
ロ

ス
の
消
革

コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー

進 （
承
前
）

藤

誠

（
昭
和
十
一
年
四
月
後
行
）



歳
で
あ
っ
た
ル
ヰ
十
四
泄
と
そ

の
弟
フ
は
ぢ
プ

(
P
h
i
l
i
p
p
e
d
'
O
r
l
e
a
n
s
)
 

ャ
ル
の
名
は
こ
の
時
以
来
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ロ
ン
ド

の
内
乱
の
後
巴
里
に
戻
っ
た
ル
ヰ
十
四
拙
は
再
び
。
ハ
レ

ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

に
住
ま
す
、
ル
ー
ヴ
ル

宮
の
方
に
住
ま
っ
た
。
そ
し
て
バ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
は
英
國
王
チ
ャ
ー
ル
ズ

一
泄
の
邸
婦
ア
ン
リ
エ

ッ
ト
・
マ
リ
ー

）
に
貸
し
典
へ
ら
れ
た
。

玉
弟
フ
イ
リ
ップ
が
一

六
六
一
年
ア
ン
リ

エ
ッ
ト
の
王
女
ア
ン
リ
エ

ッ
ト
・
ア
ー
、

(
B
e
n
n
e
t
t
e
 ,
 
M
a
r
i
e
 d
e
 F
1
 ,
 
a
n
c
e
 

ヌ
(
H
e
n
r
i
e
t
t
e
,
 
A
n
n
e
 d
'
A
n
g
l
e
t
e
1
 ,1,
 
e
)
と
こ

の
王
宮
で
結
婚
式
を
學
け
、
爾
来
。ハレ

ー
疇
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
は
オ
ル
レ
ア
ン
家
の
住
居
と
な
っ

た
。
•

モ
リ
エ
ー
ル
一
駆
が
こ
A

に
引
き

移
っ
た
の
が
王
弟
殿
下
の
紡
婚
式
の
欅
け
ら
れ
た
一
六
六

一
年
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
あ

ら
う
が
、

さ
て
。ハ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
は
立
派
な
姻
劇
場
が
附
駈
し
て

ゐ
て、

あ
っ
た
。
（
モ
ン
ド
リ

ー
が
こ

の
劇
場
で
「
ス
ミ
ル

ヌ
の
盲
人
」
を
演
じ
た
こ
と
は
前
に
記
し
た
。
）

E
u
唸
n
e
D
e
s
p
o
i
s

に
撒
れ
ば
こ

の
劇

場
は
棠
時
巴
里
に
於
て、

本
来
刺
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
唯
一

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
(
l
e
T
h
e
a
t
r
e
 
fran,;:ais 
s
o
u
s
 
L
o
u
i
s
 
X
I
V
,
 

p
.
 3
3
.
)

然
し
こ

の
常
時
同
刺
場
は
か
な
り
荒
麿
し
て
ゐ
て
大
修
理
を
要
し
た
し
、
ま
た
私
的
刺
場
を
公
衆
剌
場
に
婆
改
す
る
必
要
も
あ

っ
た
。
こ
れ
に
嬰
す
る
費
用
は
悉
く
王
室
に
よ

つ
て
負
賂
せ
ら
れ
た
こ
と
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
機
會
に
於
て
特
記
す
可
き
こ
と
は
、

ル
ヰ
十
四
泄
が
モ
リ
エ
ー
ル
ーに
酎
し
て
示
し
た
特
別
の
寵
遇
で
あ
る
。

ボ
ン
制
場
も
さ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
度
の。
ハ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
も
亦
王
に
蜀
す
る
宮
殿
で
あ
っ
た
。
（
こ
れ
が
オ
ル
レ
ア
ン
公
所
有
と

な
っ
た

の
は
一
六
七
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
）
而
も
移
蒋
に
闊
し
て
は
で
き
る
限
り
の
恩
典
が
一

座
に
許
典
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
モ
リ
エ

ー
ル
及
び
そ
の
一

座
に
多
大
の
誇
り
と
心
弛
さ
と
を
輿
へ
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
等
に
封
す
る
公
衆
ー
特
樅
階
級
並
ぴ

一
座
が
王
弟
専
昴
で
あ

っ
た
ゞ
け
に
、
輿
味
深
く
恩
は
れ
る
。

文

卑

研

究

第
十
五
輯

リ
シ
ュ
リ
ュ

ー
俯
正
が
服
文

豪
華
な
演
劇
會
を
催
し
て
ゐ
た
の
で

従
来
の
プ
チ
・
プ
ル

と
を
伴
つ
て

こ
の
宮
殿
に
移
り
住
ん
だ
。

（
一
ぎ
き
一
）

ハレ

ー
・
ロ
ワ
イ



n

メ
デ
ィ

ー
•

フ
ラ
ン
セ

ー

ズ
の
浩
革

• 
さ
て
こ
の
劇
場
新
装
の
完
成
す
る
ま
で
へ

（一
．
六――-＝―-
）

レ
ン
シ
ー
(
R
a
i
n
e
y
)

に
於
て
一

座
は
「
タ
ル

に
一
般
市
民
ー
|
の
評
債
に
非
常
な
重
み
を
附
け
加

へ
た
こ
と
は
疑
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
幽
は
休
演
の
己
む
な
き
立
場
に
平皿
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
期
間

一
座
は

出
張
興
行

(
l
e
s
 
r
e
p
r
e
s
e
n
ta
ti
o
n
s
 e
n
 
v
isit
e
)

に
よ

つ
て
生
計
を
立
て
4

ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
出
張
輿
行
は
裳
時
の
劇
圏
が
頻
繁
に
行

っ
て
ゐ

た
も
の
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
王
侯
裳
族
等
の
召
に
應
じ
て
、
そ
の
宮
邸
で
行
ふ
非
公
開
の
演
出
で
あ
っ
た
°
非
公
間
で
あ
る
為
に
、
嘗

局
か
ら
上
演
紫
止
を
宜
告
せ
ら
れ
て
ゐ
た
脚
本
を
も
上
場
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
へ
ば
「
タ
ル
チ
ュ
フ
」
の
如
き
は
、

部
カ

ト
リ
ッ
ク
数
徒
逹
の
要
請
に
よ
り
ル
ヰ

十
四
拙
が
そ
の
公
開
上
演
を
評
さ
な
か
っ
た
期
間
に
於
て
も
、

ル
・
コ
ー
ト
レ
ー

(
V
ill
e
r
s
,
 
C
o
t
t
e
r
e
ts
)

の
オ
ル
レ
ア
ン
公
の
宮
殿
に
於
て
、
バ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
一

座
に
よ
つ
て
梱
ぜ
ら
れ
て
居
り
、

ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
は
コ
ン
デ
公

(
l
e
p
r
i
n
c
e
 
d
e
 
C
o
n
d
e
)

の
召
に
よ
り
、

チ
ュ
フ
」
を
派
じ
て
ゐ
る
。
ま
た
そ

の
翌
年
の
十
一
月
八
日
に
も
同
じ
所
で
こ
の
戯
曲
が
上
派
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
種
の
非
公
開
上
樅
は

戯
曲
「
タ
ル
チ
ュ
フ
」

の
偵
値
を
哀
密
し、

一
般
大
衆
の
中
に
こ
れ
に
到
す
る
好
奇
心
を
挑
痰
し
、
ひ
い

て
は
そ
の
上
派
解
禁
要
望
の
典
論

を
高
訓
す
る
こ
と
に
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
出
張
典
行
は
劇
圃
の
名
葬
、
牧
入
を
増
し
た
こ
と
は
勿
諭
、
尚
そ
の
上
に

場
合
に
よ

つ
て
は
上
演
戯
曲
に
鉗
す
る
祉
評
に
影
縣
を
典

へ
る
こ
と
が
多
大
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

一
六
六
一
年

一
月
二
寸
日
に
、

パ
レ

ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
制
場
に
於
け
る

一
座
の
初
演
が
行
は
れ
た
。
プ

チ・
プ
ル
ボ
ン
制
場
閉
銀
以
来
約

ニ
ヶ
月
を
胞
し
て
ゐ
た
。

「
獨
り
合
眺
の

コ
キュ
ー
」
(
le

C
o
c
u
 i
m
a
g
i
n
a
i
r
e
)

が
そ
の
演
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

三
回
連
絞
上
演
せ
ら
れ

た
後
、
「
咄
ふ
可
き
オ
媛
」

(
le
s

P
r
e
c
i
e
u
s
e
s
 
r
i
d
i
c
u
le
s
)
が
紐

い
て
上
演
せ
ら
れ
た
。
新
劇
場
の
恭
あ
け
に
賞
つ
て
、
既
に
試
瞼
す
み
の

二
作
を
選
ん
だ
の
は
、
親
盛
者
と
し
て

の
モ
リ
エ
ー
ル

の
惧
軍
な
配
慇
で
あ
ら
う
。

一
六
六
四
年
九
月
、
ヴ
ィ
レ
ー



以
後
モ

リ
エ

ー
ル
が
歿
す
る
迄
、

み
に
放
た
れ
た
傑
作
の
数
々
に
よ
つ
て
、

度

々
の
難
闘
を
切
り
抜
け
た
ば
か
り
か
、

以
下
こ
の
期
間
の
軍
要
な
日
附
を
拾
つ
て
み
よ
う
。

一
座
の
女
俊
と
な
っ
た
。
彼
は

即
ち
雨
艇
は
プ

チ
・
プ
ル
ボ
ン
時
代
の
隣
人
の
誼
み

そ
の
間
十
二
年
、

競
奇
劇
場、

殊
に
プ
ル
ゴ

ー
ミ
宮
制
場
の

モ
リ
エ

ー
ル
の
或
る
種
の
作
品

(
l'
E
c
o
l
e
d
e
s
 
F
e
m

m
es
,
 D
o
n
 J
u
a
n
,
 le
 T
a
r
t
u
f
fe

等
）
に
よ
つ
て

誘
猿
せ

ら
れ
た
一

部
貨
族
階
級
、
倫
侶
階
級
の
迫
害
、
彼
の

―
二
の
作
品
の
不
成
功

（例

へ
ば

D
o
n
G
a
r
ci
e

の
如
き
）
等
に
よ

っ
て、

一
艇
の
森
滅
が
懸
念
せ
ら
れ
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
が
、

に
な
り
、
途
に
は
プ
ル
ゴ

ー
ミ
宮
を
凌
ぐ
程
の
牢
固
た
る
地
盤
と
信
望
と
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ル
ヰ
十
四
拙
の
絶
大
な

庇
訛
と、

期
員
の
固
い
結
束
と
ー

|'こ
れ
に
は
モ
リ
エ

ー
ル
の
人
格
の
魅
力
が
大
い
に
典
つ
て
ゐ
る
ー

|
そ
し
て
彼
の
天
オ
に
よ
つ
て
次

一
六
六
二
年
、
先
に
ア
ル
プ
ス
を
越
え

て
師
圃
し
た
イ
タ
リ
ヤ
劇
圏
が
殆
ん
ど
同
じ
顔
ぷ

れ
で
。ハ
リ
に
戻
つ
て
来
た
。
そ
し
て
バ
レ
ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
制
場
に
於
て
モ

リ
エ
ー
ル
一

座
と
交
替
出
演
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

を
新
た
に
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
度
は
イ
タ
リ
ヤ
人
逹
の
方
が
非
常
日
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
の
上
ニ
ハ
五
八

年
に
モ

リ
エ
ー
ル

一
座
か
ら
受
取
っ
た
一

・
五
0
0
リ
ー
ヴ
ル

の
賠
俯
金
を
返
却
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
く
一
六
六

二
年
の
春
、
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
ル

の
最
終
日

(
le
m
a
rd
i
 
g
r
a
s
)

に
モ

リ
エ
ー

ル
は
ア
ル

マ
ン
ド
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
(
A
r
m
a
n
d
e

B
e
ja
rt)

と
結
婚
し
た
。
ア
ル

マ
ン
ド
は
爾
来
モ

リ
エ
ー

ル
嬢

(!Vla
d
e
m
o
ise
ll
e
M
o
li
e
r
e
)

と
稲
し
て
、

こ
の
時
四
十
歳
で
あ
り
、
彼
女
は
漸
く

二
十
歳
で
あ

っ
た
。
こ
の
ア
ル

マ
・ン
ド
は
戸
節
上
は
マ
ド
レ

ー
ヌ
・
ベ
ジ
ャ

ー
ル
の
妹
で
あ
っ
た
が

甕
性
は
マ
ド
レ

ー
ヌ
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
が
な
く
、
ま
た
賞
時
の
人

々
に
も
さ
う
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
。
モ

リ
エ
ー

ル
が
ア
ル

モ
リ
エ

ー
ル
の
作
家
と
し
て

の
生
命
が
脅
か
さ
れ
、

妨
害
、
制
作
家
仲
間
の
嫉
説
、

文・

卑

研

究

一
座
は
こ
の
劇
場
に
拙
り
紹
け
た
。

第
十
五
椰

-
hiE
の
名
膝
は
年
を
追`

？
て
高
ま
り
、
財
政
も
隈
か

阻

（
一
六

―-i問



モ
リ
エ
ー
ル
は
瀾
身
創
痰
を
被
つ
て
漸
く
勝
利
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

年
の
歳
月
は
所
謂
ク
ル
チ

ュ
フ
受
難
時
代
で
あ
っ
て
、

五

（一

六
―
―
―
五

）

王
は
一
座
に
六
千
リ

ー

マ
ン
ド
に
到
し
て
抱
い
た
運
命
的
な
愛
羞
雨
人
の
結
婚
生
活
の
不
幸
、
こ

の
問
題
が
モ
リ
エ

ー
ル
の
一
身
上
に
捲
き
起
し
た
淡
謗
の
暴

し
等
に
闘
し
て
は
モ
リ
エ

ー
ル
の
評
側
に
誤
つ
て
こ
A

に
は
省
く
こ
と
に
す
る
。

一
六
六
四
年
五
月
七
日
か
ら
十
三
日
迄
の
七
日
間
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ

宮
に
於
て
ル
ヰ
十
四
祉
治
枇
を
通
じ
空
前
絶
後
と
い
は
れ
た
大
園

遊
會
、「
靡
法
の
島
の
歓
楽
」

(
les
P
la
isirs 
d
e
 l'Il
e
 e
n
c
h
a
n
te
e
)
が
佃
さ
れ
た
。

こ
の
紫
時
モ

リ
エ
ー
ル
は
官
廷
作
者
と
も
謂
ふ
可
き

地
位
に
お
か
れ
て
ゐ
て
、

ル
ヰ
十
四
泄
が
催
す
稲
々
の
安
遊
の
立
案
に
参
粛
し
、
且

つ
そ
の
囲
施
を
も
分
搬
し
て

ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
従

つ
て
こ

の
大
園
遊
會
に
於
て
も
一

座
を
率
ゐ
て
或
は
愛
艇
庁
胆
に
出
派
し
、
或
は
喜
制
を
派
す
る
な
ど
奔
命
に
疲
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が

就
中
第
六
夜
に
於
け
る

「
タ
ル
チ

ュ
フ」

(
l
e
T
a
r
t
u
f
f
e
)

の
最
初
一壬
都
の
初
演
は

―つ

の
重
要
な
日
附
で
あ
る
。
蓋
し
こ

の
戯
曲
が
そ
の

後
一
六
六
九
年
二
月
五
日
に

。ハレ

ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
に
於
て
、
五
猫
の
形
に
な
つ
て
公
演
せ
ら
れ
る
運
ぴ
に
至
る
ま
で
の
、
約
五
ヶ

モ
リ
エ

ー
ル
は
有
力
な
る
一

部
カ
ト
叫
ク
数
徒
関
と
餌
に
血
の
滲
む
や
う
な
苦
岡

を
絞
け
、
途
に
國
王
の
公
演
許
可
を
猥
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
モ

リ
エ
ー
ル
は
形
式
上
そ

の
反
到
者
逹
に
打
勝
つ
た
繹

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
の
第
に
彼
が
カ
ト
リ
ノ
ク
数
徒
逹
の
中
に
植
え
込
ん
だ
怨
恨
、
悧
悪
の
術
は
恐
る
可
き
も
の
が
あ
っ
た
。
謂
は
ゞ

一
六
六
五
年
八
月
、
モ
リ
エ
ー
ル
一

座
は
セ
ン

・ジ
ェ
ル
メ
ジ
（
S
a
i
n
t
,
 
G
e
r
m
a
i
n
)

王
宮
に
召
さ
れ
て
ゐ
た
。

ヴ
ル
の
年
金
を
賜
は
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
上、

王
は
王
弟
フ
3

叫

プ
と
交
渉
し
て
一

座
を
自
分
の
方
に
譲
り
受
け
る

こ
と
に
し
た
。

か
く
し
て
一
六
五
八
年
以
来
王
弟
殿
下
専
恥
劇
圃
で
あ
っ
た
一

座
は
こ
4

に、

國
王
附
制
恨
(
la

tr
o
u
p
e
 
d
u
 R
o
i
)

の
用
書
を
許
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
プ
ル
ゴ

ー
一二
宮
制
場
の
一
座
が
従
来
王
室
附
制
園

(
la

t
r
o
u
p
e
 
r
o
y
a
le
)

と
稲
し
て
ゐ
た

の
に
到
し
、
卿
か

字
句
に

コ
メ

デ
ィ
ー
•
フ

ラ
ン
セ

ー

ズ
の
沿
革



は
れ
る
と
云

つ
て
居
る
。

一
座
の
そ
れ
と

絞
べ
て
、
前
者
は
國
王

の
一
身
に
腑
す
る
旨
を

特
に
強
調
し
て
居
る
が
故
に
、

(
N
o
t
i
c
e
 
b
i
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 
s
u
r
 
M
o
l
i
e
r
e
,
 p. 
3
2
6
.
)

こ
の
見
解
に
は
異
論
の
餘
地
が
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、

畢
背
全

室
附
制
園
の
后
書
は
、
名
詮
自
性
プ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ
宮
制
圃
が
ル

ヰ
十
一
―
―
泄
の
治
祉
以
来
謂
は
ゞ
祉
製
財
産
の
如
く
に
王
室
に
蜀
し

て
来
た
事
打
に
迦
應
し
て
ゐ
る
し
、

國
王
附
制
圃
の
屑
魯
は
換
言
す
れ
ば
ル
ヰ
十
四
泄
附
劇
圃
で
あ
っ
て
、

よ
く
應
つ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
私
一
個
の
考
と
し
て
は
「
固
王
附」
の
稲
琥
は
寧
ろ
「王
室
附」
の
稲
琥
の
既
得
椛
に
到
す
る
遠
應
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か。

蓋
し
王
室
附
劇
園
は
前
に
も
記
し
た
通
り
泄
製
を
意
味
す
る
に
反
し
、
「
國
王
附
制
圃
」
は
こ

の
場
合
と
し

て
は

ル
ヰ
十
四
泄
一
代
の
専
助
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
特
椛
と
し
て
は
前
者
の
方
が
重
大
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
但

し
こ
れ
は
箪
な
る
名
稲
の
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
事
狸
と
し
て
モ

リ
エ
ー
ル
一

座
が
特
に
王
の
愛
顧
を
受
け
て
ゐ
た
こ
と
は
疑
ふ
餘
地
が

な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
恩
寵
が

「
タ
ル

チ
ュ
フ
」
受
難
時
代
の
最
中
に
典
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、

任
の
最
も
顆
著
な
表
明
で
あ
っ
て
、

王
の
モ

リ
エ
ー
ル
に
鉗
す
る
信

モ
リ
エ
ー
ル

の
敵
を
し
て
意
氣
祖
喪
せ
し
む
る
に
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
七
―
―
―
年
二
月
十
日
（
金
曜
日
）
、「
氣
で
病
む
人」

(
l
e
M
a
l
a
d
e
 i
m
a
g
i
n
:l
i
r
e
)

が
バ
レ

ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
で
初
演
せ
ら
れ
た
。
こ
の

戯
曲
は
モ
リ
エ

ー
ル

の
最
後
の
作
品
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
で
も
意
味
が
深

い
が
、
尚
彼
が
病
氣
を
押
し
て
こ
の
喜
劇
の
主
人
公
「
氣
で
病

む
人
」
を
樅
じ
つ
4
重
態
に
陥
り
殆
ん
ど
舞
森
の
上
で
最
後
を
途
け
た
と
云
つ
て
よ

い
位
の
急
逝
を
途
け
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
飽
く

ま
で
制
的
で
あ
っ
た
彼
の
生
涯
の
終
藩
と
し
て
誠
に
感
慨
の
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
月
十
七
日
（
金
曜
日
）
の
こ
と
で
、「
氣
で
病

む
人
」

の
第
四
回
目
の
上
演
の
日
で
あ
っ
た
。

裳
時
モ

リ
エ
ー
ル
は
作
者
と
し
て
ま
た
劇
場
主
と
し
て

の
過
度
の
努
働
の
為
甚
し
く
健
康

差
異
を
附
し
て
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
0

メ
ー
ナ
ー
ル

(
P
a
u
l
 
M
e
s
n
a
r
d
)
 

モ
リ
エ
ー
ル
一

座
の
場
合
に

後
者
よ
り
も

一
段
と
名
界
の
も
の
と
思

は
モ
リ
エ

ー
ル

一
座
の
厨
書
を
プ
ル
ゴ

ー
一こ
宮

文

駆

研

究

第
十
五
輯

J

、
↑ノ

（
一
六
三
六

）



コ
メ
デ
ィ
ー
•
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
沿
革

現
今
の
巴
里
の
第
六
面
、

-(:; 

（
一
六
三
七

）

乞
害
し
て
ゐ
た
上
に
、
精
神
的
の
打
撃
が
累
租
し
て
彼
の
心
身
を
打
挫
い
て
ゐ
た
。

妻
と
の
間
の
高
藤
も
そ
の

―
つ
で
あ
っ
た
。
そ

の
前

年
の
九
月
に
彼
の
唯
一

の
希
望
で
あ
っ
た
男
子
を
生
後

一
ヶ

月
な
ら
す
し
て
失
っ
た
こ
と
も
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。

リ
エ
ー
ル

の
男
子
は
二
人
と
も
夭
折
し
た
。
）
そ
の
上
彼
は
そ
の
頃
ル
ヰ
十
四
枇
の
思
寵
の
衰

へ
始
め
た
兆
候
を
感
じ
て
．ゐ
た
に
違
ひ
な

い
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
王
の
恩
寵
に
欄
し
て
恐
る
可
き
競
争
者
が
出
現
し
た
こ
と
を
痛
感
し
た
に
速
ひ
な
い
の
で
あ
る
。
イ
タ

リ
ヤ
人

叫
ル
リ
(
J
e
a
n
,
 
B
a
p
tiste 
L
u
lli)
が
こ

の
談
争
者
で
あ
っ
た
0

フ
ィ
レ
ン
竺
生
れ
の
こ
の
作
曲
家
は
無
名
の
一
業
人
か
ら
身
を
起
し
て
着

々
と
ル
ヰ
十
四
泄
の
信
任
を
獲
得
し
て
い

っ
た
。
作
曲
家
と
し
て

の
才
能
も
曲
亭
か
で
あ
っ
た
が
、
野
心
と
陰
謀
に
富
ん
で
居
り
、
裳
時
君

寵
を

一
身
に
集
め
て
ゐ
た
モ
リ
エ
ー
ル
に
巧
に
取
り
入
り
、
彼
の
作
品
の
音
楽
は
悉
く
リ
ュ
ル

リ
の
作
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

l
e
M
a
r
i
a
g
e

f
o
r
c
e
;
 
l'
A
m
o
u
r
 .
M
e
d
e
c
i
n
;
 
M
o
n
s
i
e
u
r
 
P
o
u
r
c
e
a
u
g
n
a
c

等
皆
さ
う
で
あ
っ
た
。
然
し
リ
ュ
ル
リ
の
野
心
と
自
負
と
は
喜
劇
に
附
認
す
る

舞
曲
を
作
曲
す
る

こ
と
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
あ
た
か
も

一
六
六
九
年
六
月
二
十
八
日
、ル

ヰ
十
四
祉
に
よ
り
「
全
王
國
内
に
オ
ペ
ラ
院

t
o
u
t
 
le 
r
o
y
a
u
m
e
,
 d
e
s
 

即
ち
イ
タ
リ
ャ
風
に
倣
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一音
楽
演
戯
の
設
立
の
為
の
勅
許

ilk」
(
lettres
p
a
t
e
n
t
e
s
 
d
u
 R
o
i
,
 p
o
u
r
 etablir, 
p
a
r
 

A
c
a
d
e
m
i
e
s
 
d
'
0
 pe
r
a
,
 
o
u
 r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
s
 e
n
 
m
u
s
i
q
u
e
 
e
n
 
la
n
g
u
e
 f
r
a
n
p
i
s
e
,
 
s
u
r
 le 
p
i
e
d
 
d
e
 celles 

d
'ltalie.)

が
ペ
ル
レ
ン

(
P
i
e
r
r
e
P
e
r
r
i
n
)

な
る
僧
侶
に
典
へ
ら
れ
、
同
時
に
他
の
如
何
な
る
者
も
王
國
内
に
於
て
、
特
樅
者
の
許
可

な
く
し
て
オ
ペ
ラ
即
昔
業
入
り
演
劇
を
演
す
る
こ
と
を
厳
禁
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
勅
許
朕
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
オ
ペ
ラ
劇
場

の
開
設
の
出
痰
幽
を
な
す
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ペ
ル
レ
ン
は
直
ち
に
作
曲
家
キ
ャ
ン
ベ
ー
ル(
C
a
m
b
e
r
t

)
~

の
他

―二

の
協
力
者
と
結
ぴ
、

オ
ペ
ラ
劇
場
建
設
に
瘤
手
し
た
。
そ
れ
は

マ
ザ
リ
ー
ヌ
街

(
R
u
e
M
a
z
a
r
i
n
e
)

の
第
四
二
番
に
裳
る
地
咄
で
あ
っ
て
、
従
来
そ
こ
に
あ
っ
た
プ
ー
テ
イ
ユ （

モ



そ
れ
以
上
は
如
何
に
し
て
も
許
さ
れ
な
か
つ
セ
゜

掌
球
場

(
le
j
e
u
 d
e
 p
a
u
m
e
 d
e
 la
 
Bouteille)~ 

取
的
し
て
新
し
い
剌
場
を
建
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
劇
場
は
嘗
て
モ
リ
エ
ー
ル
・

イ
リ
ュ
ス
ト
ル
・
テ
7

ー
ト

ル

が
質
顛
劇
場
の
旗
上
け
を
行
っ

た
メ
テ
イ
ェ

掌
球
場
と
極
く
近
い
距
離
に
あ
る

の
で
あ
る
が
、

年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

モ
リ
エ
ー
ル
の
死
後
そ

の

一
座
が
パ
レ

ー
・
ロ

ワ
イ
ヤ
ル
を
去
つ

て
移
つ
て
来
た
の

さ
て
一
六
七
一
年
一二月、
新
劇
場
に
於
て
批
大
な
開
場
式
が
行
は
れ
、
ペ
ル
レ
ン
作
キ
ャ
ン
ベ
ー
ル
作
間
の
オ
。
ヘ
ラ
「
ポ
モ
ー
ヌ
」
(
P
o
m
o
n
e
)

が
初
演
せ
ら
れ
大
成
功
を
牧
め
た
。
か
く
し
て
フ

ラ
ン
ス
に
於
け
る
オ
ペ
ラ
制
場
は
創
設
せ
ら
れ
、
オ
ペ
ラ
の
隆
盛
は
約
束
せ
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
が
、
忽
ち
に
し
て
創
設
者
逹
の
間
に
不
和
を
生
じ
、
協
調
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
隙
を
見
て
取
っ
た
陰
瞼
な
る
策
士
リ
ュ

ル
リ
は
、
國
王

の
信
任
の
厚
い
の
を
利
用
し
、

。ヘ
ル
レ
ン
に
典
へ
ら
れ
た
勅
許
欣
の
取
消
し
を
乞
ひ
、
改
め
て
自
分
に
王
室
附
昔
柴
院

(
l'
A
c
a
d
e
m
ie 
r
o
y
a
le
 d
e
 m
u
s
i
q
u
e
)
'
I
<
"
設
立
す
る
勅
許
肱
の
下
附
を
願
つ
て
途
に
こ
れ
を
猥
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
六
七
二

リ
ュル

リ
の
得
た
こ
の
特
椛
は
他
の
い
か
な
る
劇
場
に
も
、
舞
踊
と
音
楽
と
を
厳
禁
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の

で
、
バ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
は
直
ち
に
こ
れ
に
抗
議
し
た
。

云
ふ
迄
も
な
く
モ

リ
エ
ー
ル

の
喜
制
の
中
に
は
、
前
記
の
賭
作
品
の
ほ

か
に
も
、
舞
踊
と
昔
柴
と
を
含
む
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
王
室
附
昔
業
院
の
特
椛
は

一
座
の
上
演
種
目
に
大
打
峨
を
典

へ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
抗
謡
の
結
果
越
え
て
囮
月
、
勅
令
に
よ
り

一
座
に
六
名
の
歌
手
と
十
二
名
の
ヴ
イ
オ
ロ
ン
手
が
許
さ
れ
た
が

モ
リ
エ
ー
ル

の
リ
ュ
ル
リ
に
封
す
る
憤
激
は
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の

―
つ

の
現

れ
と
し
て
、
彼
は
同
年
七
月
に
。
〈
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
に
於
て
、
「
＝
ス
カ
ル
バ
ー
―

ャ
ス
伯
爵
夫
人
」

(
l
a
c
o
m
t
e
s
s
e
 
d
'
E
s
c
a
r
b
a
g
n
a
s
)
 

の
初
公
演
に
常
り
|
—
こ

の
喜
劇
は
そ

の
前
年
十
一
月
、

が
こ
の
オ
ペ
ラ
制
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
十

二、

第
十
四
番
地
）
尚
不
思
議
な
こ
と
に
は
、

文

學

研

究

第
十
五
栂

セ
ン
•
ジ
エ
ル
メ
ン宮
に
於
て
、
王
弟
の
再
婚
祝
宴
の
際
に
餘
興
と
し
て
演
ぜ

（
メ
テ
イ
ェ

掌
球
上
は
マ
ザ

リ
ー

ヌ
街
の

ii.. 

（
一
六

三
八

）



コ
メ
デ
ィ
ー

•
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
泊
革

や
う
な
直
姦
飢
を
許
し
、

モ
リ
エ

ー
ル
と
し
て
は
リ
ュ
ル
リ
の
秤
後
に
在
つ
て
彼
を
最
負
に
し
、
か

モ
リ
エ
ー
ル
の
被
害
、
不
而
目
を
顧
應
し
な
い
ル
ヰ
十
四
泄
に
到
し
て
、
一
本
は
う
や
う
の
な
い
不
叫
油
を
感
じ
た
こ

誠
に
因
果
は
廻
る
も
の
で
あ
っ
て
、

呼〕u
て
プ
ル
ゴ

ー
＝二
宮
劇
場
の
俳
俊
逹
を
し
て
切
曲
せ
し
め
た
モ
リ

ェ
ー
ル
の
恩
寵
も
、
今
は
新
来
の
オ
ペ
ラ
作
者
へ
と
移
つ
て
、
今
度
は
モ
リ
エ
ー
ル
を
し
て
そ
ゞ
ろ
に
秋
風
の
冷
や
か
さ
を
嘆
ぜ
し
め
る

グ
リ
マ
レ

ー
の
モ
リ
エ

ー
ル
僻

(
G
r
i
m
a
r
e
s
t
:
la
 V
i
e
 d
e
 
M
.
 d
e
 
M
o
l
i
e
r
e
)

に
よ
れ
ば
、

九 モ
リ
エ
ー
ル
は
最
後
の
日
、
制
場
に
出

勤
す
る
前
に
、
そ
の
要
と
愛
弟
子
ミ
シ

ェ
ル
・
バ
ロ
ン
と
の
而
前
で
、
苦
い
苦
い
述
淡
を
し
て
ゐ
る
。

「
私
の
生
活
が
憐
み
と
柴
し
み
と
五
分
々
々
に
混
つ
て
ゐ
た
間
は
、
私
は
幸
輻
だ
と
思
つ
て
来
た
。
然
し
今
日
で
は
、

一
瞬
の
慰
み
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
す
、
唯
苦
努
ば
か
り
に
苛
ま
れ
通
し
な
の
だ
か
ら
、
私
は
も
う
御
免
か
う
む
る
時
だ
と
思
ふ
。
私

は
も
う
、
束
の
間
も
喪
め
手
を
弛
め
て
く
れ
な
い
苦
痛
と
不
快
と
に
匁
向
ふ
力
が
無
く
な
っ
た
。
」

順
番
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ル
リ
の
忘
恩
、
不
信
に
封
し
て
怒
つ
た
の
は
常
然
で
あ
る
が
、

（
一
六
―
-

i

九）

一
瞬
の
瀾
足
も
、

か
や
う
に
モ
リ
エ

ー
ル
と
リ
ュ
ル
リ
と
の
仲
は
、

ル
。
ハ
ン
チ

ェ
(
C
h
a
r
p
a
n
tier
)

に
依
噸
し
、
リ
ュ
ル
リ
作
曲
笏
も
の
A

代
り
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
氣
で
病
む
人
」

の
音
楽
も
従
来

條
項
を
守
ら
な
か
っ
た
為
に
、

叫
ル
リ
は
そ
の
特
椛
を
楯
に
と
つ
て
シ
ャ
ル
。ハ
ン
チ
ェ

の
作
曲
に
削
除
を
加
へ
、
こ
れ
を
片
輪
に
し
て
し

ま
っ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

(
M
e
s
n
a
r
d
:
 N
o
t
i
c
e
 b
i
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
,
 p
.
 4
2
8
)
 

モ
リ
エ

ー
ル
の
死
の
前
年
以
来
完
全
な
破
裂
と
な
つ
て
ゐ
る
。

の
例
を
破
り
、

モ
リ
エ

ー
ル
は
シ
ャ
ル
。
ハ
ン
チ
ェ
に
依
圏
し
た
が
、

モ
リ
エ

ー
ル
が
リ
ュ

シ
ャ
ル

。ハ
ン
チ
ェ
が
作
曲
に
喘
1

つ
て
王
室
附
音
楽
院
の
特
椛
た
る
装
止

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
|
ー
こ
れ
に
挿
入
上
演
し
た
祖
作
舞
踊
入
り
喜
剌
、
「
強
制
緒
婚
」
(
le
M
a
t
i
a
g
e
 f
o
r
c
e
)
 
の
平日
業
を
改
め
て
シ
ャ



運
び
に
至
る
前
に
、

モ
リ
エ
ー
ル
の
生
前
既
に
敵
と
な

て
ゐ
る
様
子
を
見
た
國
王
は
、

何
が
モ
リ
エ
ー
ル
を
し
て
か
く
ま
で
苦
々
し
い
厭
拙
観
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
先
に
述
べ
た
如
き
家
庭
的
の
悲
哀
、
車
業
上
の

心
努
、
病
苦
の
為
の
精
帥
力
の
哀

へ
等
も
そ
れ
人
＼
一
因
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
が
無
い
が
、
こ
の
場
合
か
く
ま
で
彼
の
希
望
を
失
は
し
め

て
ゐ
る
も
の
は
、ル

ヰ
十
四
祉
の
恩
寵
の
衰

へ
で
あ
っ
た
と
我
々
は
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
王
朝
時
代
、
特
に
ル
ヰ
十
四
冊
の

如
き
絶
到
寓
政
君
主
の
治
下
に
於
て
、
國
王
の
恩
寵
と
い

ふ
も
の
が
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
は
、
我
々
の
想
條
の
外
で
あ
る
。
そ

の
上
例

る
の
で
あ
る
。

モ
リ
エ
ー
ル
の
場
合
と
で
は
、

モ
リ
エ
ー
ル

の
如
く
そ
の
諷
刺
的
作
品
に
よ
つ
て
質
族
楷
級
、

宗
数
家
附
級
の
中
に
根
深
い
怨
恨
を
植
ぇ
つ
け
、
面
も
従

来
君
寵
に
よ
つ
て
、
謂
は
ゞ
虎
の
威
を
借
る
狐
の
如
く
彼
等
を
椰
楡
し
、

醒
弄
し
て
来
た
者
が
、

る
可
き
運
命
は
裳
の
モ
リ
エ
ー
ル
な
ら
す
と
も
豫
見
す
る
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
モ
リ
エ
ー
ル
は
途
は
一
六
七
三
年
二
月
十
七
日
、

で
あ

っ
た
モ
リ
エ
ー
ル
を
突
如
喪
つ
て
し
ま
っ
た
一
座
の
周
章
、
落
腑
は
名
朕
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
に
逃
ひ
な

い。

不
幸
中
の

幸
と
し
て
従
来
モ

リ
エ
ー
ル

の
右
腕
と
な
つ
て
働
い
て
来
た
宜
直
な
ラ

・グ
ラ
ン
ジ
ュ
が
、
漸
く
三
十
歳
で
媒
姉
と
な
っ
た
ア
ル
マ
ン
ド
を

助
け
て
善
後
虚
泄
に
全
力
を
盛
し
た

の
で
あ
っ
た
。
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
記
銘
に
よ
れ
ば
モ

リ
エ
ー
ル
を
失
っ
て
そ
の
一
座
が
混
乱
に
陥
つ

一
座
は
。
ハ
レ

ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
を
追
は
れ
る
運
命
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た。

つ
て
ゐ
た
lJ
ュ
ル
リ
が
、
そ
の
主
宰
す
る
王
室
附
音
楽
院
の
本
腺
と
し
て
、
パ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
の
使
用
方
を
睛
願
し
、
園
王
は
こ

れ
を
許
可
し
た
の
で
あ
っ
た
。

王
の
庇
談
の
布
無
の
及
ぼ
す
影
懇
が
甚
し
く
異

一
朝
君
主
の
愛
祗
を
失
っ
た
場
合
の
恐

五
十
一

歳
で
歿
し
た
。
作
者
で
あ
り
、
主
演
俳
飯
で
あ
り
、
且
つ
支
配
人

一
座
を
プ
ル
、
コ
ー
一
二
宮
制
場
に
併
合
せ
ん
と
の
意
田
心
を
淵
ら
し
た
や
う
で
あ
る
。

リ
ュ
ル
リ

の
辣
腕
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、

然
し
そ
れ
が
宜
現
の

ル
ヰ
十
四
枇
の
彼
に
釘
す
る
最
負
の
度
も
こ
れ
に
よ

つ
て
推
澗
す

へ
ば
コ
ル
ネ
イ
ュ

、
ラ
シ

ー
ヌ
の
如
き
作
家
の
場
合
と、
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フ
ラ
ン
セ

ー

ズ
の
沿
革

を
上
派
し
た
時
、
選
ば
れ
て
ア
ル
セ
ス

ト
の
役
を
派
じ
た
程
で
、

（一

六
四
一

）

マ
ザ
リ
ー

ヌ
街
に
在
る
プ

ー
テ
イ
ユ

掌
球
場
跡
の
制
場

他
の
三
名
も
そ
れ

一
座
の
重
要
な
俳
仮
で
あ
っ
た
。
彼
が
一

座
の
危
機
を
見
棄
て
A

プ
ル

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
モ
リ
エ

ー
ル一

駆
は
そ
の
年
の
演
制
季
節
の
終
り
を
期
と
し
、

彼
の
死
後
十
二
回
の
演
出
を
名
残

り
と
し
て
、
彼
等
の
苦
岡
と
光
榮
の
記
念
塔
と
も
謂
ふ
可
き
。
ハ
レ

ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
を
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ゲ
ネ
ゴ

1
劇
場

モ
リ

エ
ー

ル
一
座
は
制
場
を
失
ふ
の

と
前
後
し
て
、
（
同
年
復
活
祭
の
休
演
中
に
）
、
バ
ロ
ン

(
M
i
c
h
e
l
B
a
r
o
n
)
、

(
L
a
 T
h
o
r
i
llie
re
)
、
ボ
ー
ヴ
ー
ル

(
B
e
a
u
v
a
l)

夫
妻
の
四
俳
似
を
プ
ル
ゴ

ー
ニ

孟
烏
劇
場
に
引
き
抜
か
れ
た
。
バ
ロ
ン
は
年
少
で
は
あ
っ

た
が
モ

リ
エ
ー

ル
に
愛
せ
ら
れ
、
彼
の
死
の
床
に
も
侍
り
、
ま
た
彼
の
死
後

一
週
間
を
網
て
一

座
が
「
人
間
姉
ひ
」
(
le
J¥li
s
a
n
t
h
rc>p
e
)
 

ゴ
ー
＝二
宮

へ
走
っ
た
こ
と
は
、
如
何
に
し
て
も
辮
祗
の
餘
地
の
無
い
忘
恩
、
背
侶
の
行
鯰
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
＼
有
用
の
俳
俊
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
引
抜
は
一
座
に
と
つ
て
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
。

こ
の
勢
力
減
少
を
柚
ひ
且
つ
死
ん
だ
モ

リ
エ

ャ
く
ざ

h
つ

ー
ル
の
役
所
を
勤
め
さ
せ
る
謡
に
マ
レ

ー
制
場
第
一
の
俳
飯
で
あ
っ
た
ロ
ジ
モ
ン

(
C
la
u
d
e
la
 R
o
s
e
,
 su
r
n
o
m
m
e
 R
o
si
m
o
n
d
)

が
と

り
敢
ぇ
す
契
約
せ
ら
れ
た
。
彼
は
勝
れ
た
喜
制
俳
俊
で、

モ
リ
エ

ー
ル
の
役
の
殆
ん
ど
す
べ
て
を
描
承
し
た
上
、
作
者
と
し
て
も
幾
篇
か

の
喜
劇
を
粛

い
た
。
そ
の
作
品
は
鈍
煎
且
つ
料
野
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
時
の
観
衆
に
は
大
い
に
愛
好
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る

に
一

座
と
し
て
こ

の
場
合
最
も
有
用
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
ひ
は
な
い

の
で
あ
る
。

一
六
七
三
年
五
月
二
十
三
日
、

モ
リ
エ

ー
ル
未
亡
人
と
ラ
・グ
ラ

ン
ジ
ュ
と
は
、

を
賃
借
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
前
記
の
通
り
、
ペ
ル
レ
ン
に
よ
つ
て
オ
ペ
ラ
制
場
と
し
て
建
築
せ
ら
れ
、

八

レJ
 

ラ
・ト
リ
ー
エ
ー

そ
の
後
彼
の
特
樅
消
滅



ワ
イ
ヤ
ル
制
場
の

一
座
と
は
、

場

(
le
t
h
e
a
tre 
G
u
e
n
e
g
a
u
d
)

と
稲
せ
ら
れ
た
。

g
 
is
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
に
迎
れ
る
こ
と

一
ヶ
月
、

六
月
二
十
＿
―
-
日
附
の
勅
令
は
、
従
来
。ハレ

ー
・

ロ
ワ

具
一
切
を
。ハ
レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
か
ら
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
に
移
縛
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
ゐ
る
。

逹
に
到
し
、
同
劇
場
に
於
て
も
、
巴
里
市
内
の
他
の
場
所
に
於
て
も
今
後
芝
居
を
派
す
る

こ
と
を
紫
じ
て
ゐ
る
。

(
L
i
n
t
i
l
h
a
c
:
 H
i
s
t
o
i
r
e
 

g
e
n
e
r
a
le
 d
u
 th
e
a
tre 
f
1
an1=ais
,
 t
o
m
e
 1
1
1
,
 

p
.
 
1

2

 ,
 1

3
)

こ
の
間
の
消
息
に
つ
き
、
F
r
e
r
e
s
P
a
r
f
a
i
c
t
の

H
i
s
toir
e
d
u
 T
h
e
a
t
r
e
£
r
a
n
 ,
 

ル
ヰ
十
四
枇
が
巴
里
市
中
に
二
個
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
削
園
の
存
在
す
る

こ
と
を
欲
せ
ざ
る
旨
を
言
明
し
た
の
で、

宰
相

コ
ル
ベ

ー
ル
は
マ
レ

ー
劇
場
に
命
じ
て
男
飯
女
俊
の
名
節
を
呈
出
せ
し
め
、

そ
の
中
の
仮
秀
な
者
を
選
抜
し
て

。^
レ

ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇

圏
に
編
入
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
國
王
が
何
故
に
巴
里
市
中
に
二
つ
以
上
の
制
場
の
存
在
を
欲
し
な
く
な
っ
た
か
、

可
く
も
な
い
が
、
こ
の
頃
マ
レ
ー
制
場
が
不
振
の
極
に
逹
し
、
到
底
衰
述
を
挽
回
す
る
見
込
み
が
無
か
っ
た
こ
と
は
事
宜
で
あ
っ
た
。

、

、

と
に
力
＜

か
く
し
て
従
来
鼎
立
の
形
で
あ
っ
た

巴
里
市
中
の

三
つ
の

フ
ラ
ン
ス
制
場
UJ
巾‘

國
王
附
制
園
が
バ

レ
ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
か
ら
ゲ
ネ
ゴ

ー
制
場
に
移
っ
た
認
で
あ
る
の
で
、
新
し
い
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
間
は
依
然
と
し
て
國
玉
附

劇
園
の
后
害
を
紹
け
た
の
で
あ
っ
た
。
併
合
の
際
の
俳
仮
の
数
は
、
パ
レ
ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
側
、

男
四
名
、
女
五
名
、

（ロ

ジ
モ
ン
を
も
含
め
て
）女
四
名
で
あ
っ
た
。
パ
レ

ー・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
側
と
し
て
は
デ
ュ。ハ

ル
ク
夫
要
、

に
こ

の
戦
を
去
り
、

一
六
七
三
年
六
月
二
十
―
―

-
H
を
以
て
併
合
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
右
の
勅
令
に
も
見
え
る
通
り

ド
・プ
リ

ー
(
D
e
B
r
i
e
)

と
モ
リ
エ

ー
ル
未
亡
人
と
が
主
狐
女
俊
と
な
つ
て
居
り
、
男
役
と
し
て
は
ラ

・グ
ラ
ン
ジ

ュ
、

イ
ヤ
ル
刺
場
に
拙
つ

て
ゐ
た
岡
王
附
制
園
に
到
し、

ゲ・ネ
。コ
ー
劇
場
に
拙
る
こ
と
を
許
可
し
、

マ
ド
レ

ー
ヌ
・
ベ
ジ
ャ

ー
ル
等
は
師

マ
レ

ー
側、

男
六
名

マ
レ

ー
制
場
の

一
座
と、

パ
レ

ー・

ロ

そ
の
動
機
は
細
る

同
時
に
こ
の
勅
令
は
マ
レ

ー
刺
場
の
俳
狡

且
つ
同
制
圏
の
所
有
に
廊
す
る
制
場
川

と
共
に
ポ
川
に
仰
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ

っ
た。

そ
の
位
骰
が
ゲ
ネ
ゴ

ー
循

(
r
u
e
、
G
u
e
n
e
g
a
u
d
)

の
突
賞
り
で
あ
っ
た
の
で
ゲ
ネ
ゴ

ー
制

文

學

研

究

第
十

五
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二
）



コ
メ
デ
ィ
ー
•
フ
ラ
ン
七

ー

ズ
の
沿
革

唯
男
仮
の

一
人
ゲ
レ
ン

(
G
u
e
r
i
n
d
'E
s
t
r
i
c
h
e
)

は
そ
の
後
一
六
七
七
年
に
モ
リ
エ

ー
ル
未
亡
人
と
結
婚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
名
で

あ
る
。
天
才
モ
リ
エ

ー
ル
と
の
緒
婚
生
活
に
不
幸
で
あ
っ

た
ア
ル
マ
ン
ド
が
、
凡
人
ゲ
レ
ン
と
誠
に
闘
満
な
夫
姉
生
活
を
送
っ

た
こ
と
は

E
l
le
 a
v
a
it 
u
n
 m
a
ri 
c¥
'esprit
,
 q
u
'ell
e
 a
i
m
a
it 
p
e
u
;
 

E
l
le
 e
n
 p
r
e
n
d
 
u
n
 d
e
 c
h
a
ir, 
q
u
'elle 
a
i
m
e
 
d
a
v
a
n
t
a
g
e. 

（
彼
女
は
オ
智
勝
れ
た
夫
を
持
つ
て
ゐ
た
が
、

珠
に
愛
さ
な
か
っ
た、

彼
女
は
今
度
は
肉
個
的
な
夫
を
持
っ
た
が
、

そ
の
方
を
餘
計
に
愛
し
て
ゐ
る
。
）

と
い
ふ
諷
刺
句
が
ゲ
レ
ン

の
生
前
紙
に
流
布
せ
ら
れ
て

ゐ
た
。

さ
て
ゲ
ネ
ゴ

ー
劇
場
は一

六
七
三
年
七
月
九
日
、

「
タ
ル
チ
ュ
フ
」
を
以
つ
て
初
開
場
を
行
っ
た
。

s
a
v
a
n
tes
)
、「
吝
薔
淡
」
(
l'
A
v
a
re
)
、
「
人
間
嫁
ひ
」
(
le
M
is
a
n
t
h
r
o
p
e
)

等
、

（一

六
四
三
）

絞

い
て
「
女
躾
者
」
(les
F
e
m
m
e
s
 

電

モ
リ
エ
ー
ル

の
作
品
の
み
が
交
互
に
上
演
せ
ら
れ
た
°

然

し
モ
リ
エ
ー
ル

の
生
前
に
於
て
さ
へ
、
絶
ぇ
す
新
作
に
よ
つ
て
上
演
紐
目
を
更
新
し
な
く
て
は
、
観
衆
を
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
モ
リ
エ
ー
ル

の
死
後
、
裳
分
の
間
は
故
人
に
封
す
る
追
慕
の
為
に
観
衆
は
彼
の
作
品
を
観
る
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
こ
れ
は
一
時

的
の
現
象
で
あ
っ
て、

哲
態
依
然
た
る
レ
。ヘ
ル

ト
ワ
ー
ル

は
観
衆
に
飽
き
ら
れ
る
に
き
ま
つ
て
ゐ
た
。
ど
う
し
て
も
新
し
い
作
者
を
求
め

賞
時
相
営
の
話
柄
に
な
っ
た
や
う
で
あ
る
。

俊
勢
に
な
っ
た
も
の
4

、
質
に
於
て
は
従
来
の
パ

レ
ー・

ロ
ワ
イ

ヤ
ル一

座
に

一
段
の
輝
を
加
へ

る
程
の
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
9

マ
レ

ー
側
の
俳
俊
の
中
で
は
前
記
ロ
ジ
モ
ン
を
除
い
て
大
し
た
も
の
は
一
名
も
無
よ
っ
た
。
従
つ
て
併
合
後
の

一
座
は
敷
に
於
て
こ
そ

ヽ

ド
・プ
リ
ー
、
デ
ュ
・
ク
ロ
ワ
ジ

ー

ュ
ベ
ー
ル

の
四
名
だ
け
で
あ
っ
た
。



ザ
レ
ン
宰
相
の
姪
ー
ー
ー
の
一
派
が
プ
ラ
ド
ン
に
命
じ
て
同
一
主
題
を
用
ひ
三
ヶ
月
の
日
限
で
書
き
上
け
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
謂
は
ゞ

に
荊
者
の
間
に
和
解
は
で
き
て
ゐ
た
。

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
褐
合
に
、
ド
・
ヴ
4

ゼ
ー

(
D
o
n
n
e
a
u

d
e
 
V
is
e
,
 1
6
3
8
 ,
 1
7
1
0
)

と
、

C
o
r
n
e
i
l
l
e
,
 1
6
2
 5
 ,
 1
7
0
9
)

の
二
作
家
が

一
座
の
為
に
盟
富
な
作
品
を
供
給
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
二
人
の
作
品
の
個
値
に
つ
い
て
は

今
日
定
評
か
あ
る
か
ら
こ
4

に
は
問
題
に
し
な
い
で
お
く
。
唯
ト
マ
・

コ
ル
ネ
イ
ュ
は
多
作
な
、

而
し
て
時
代
の
嗜
好
を
見
る
に
敏
な
作
家
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
の
作
品
は
成
功
の
連
絞
で
あ
っ
た
。

の
如
き
は
ゲ
ネ
‘
コ

ー
劇
場
の
衰
蓮
を
挽
回
し
た
程
の
成
功
で
あ
っ
た
の
で、

ゐ
で
あ
っ
た
。

二
ハ
七
七
年
に
ト
マ

は
モ

リ
エ
ー

ル
の
散
文
喜
劇

「
石
の
牲
宴
」
(
le
F
e
s
t
i
n
 
d
e
 
p
i
e
r
r
e
)

即
ち
「
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」
を
韻

文
に
書
き
改
め
、
且
つ
信
心
家
を
怒
ら
し
め
る
個
所
を
改
頌
し
て
一

座
に
上
演
せ
し
め
、
成
功
を
牧
め
た
。

ド
・
ヴ
ふ
ゼ

ー
は
作
家
で
あ
っ
た
上
に
、
裳
時
唯
一
の
文
西
誌
で
あ
っ
た
「
メ
ル
キ
ュ

ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
ン

」
(
le
M
e
r
c
u
r
e
 g
a
la
n
t)

の
主
筆
・

で
あ
っ
た
の
で
、
同
紙
を
遥
し
て
の
後
按
が
大
い
に
も
の
を
云
つ
て
ゐ
た
。
作
者
と
し
て
も
、
ト
マ
・
コ
ル
ネ
イ
ュ
と
の
合
作
「
シ
ル
セ

ー」

(
C
i
r
c
e
,
 1
6
7
5
)

の
如
き
は
ゲ
ネ
ゴ

ー
制
場
空
前
の
成
功
で
あ
っ
た
。
嘗
て

「ゼ

ラ
ン
ド
」
又
は
「
妻
の
學
校
の
演
の
批
評
」

(
Z
e
l
a
n
d
e
O
U
 

la 
V
e
r
i
t
a
b
le
 C
r
i
t
i
q
u
e
 
d
e
 l
'
E
c
o
l
e
 
d
e
s
 
F
e
m
m
e
s
,
 1
663)~ 

事
口
い
て
モ
リ
エ
ー
ル
攻
臨
ヂ
の
先
鉾
を
つ

と
め
た
彼
が
、

き
後
の

一
座
の
有
力
な
後
援
者
と
な
っ
た
の
も
、
思
へ
ば
不
恩
議
な
廻
り
合
せ
と
い
ふ
可
き
で
あ
る
0

も
つ
と
も
モ
リ
エ
ー
ル
の
晩
年
既

一
六

七
七
年

一
月
三
日
、

ゲ
ネ
ゴ

ー
劇
場
は
プ
ラ
ド
ン

(
N
ic
o
la
s
¥
 Pra
d
on
)
の
悲
劇
「
フ
エ
ー
ド
ル
」
(
P
h忠
r
e)
~
.
J
.
J

演
し
た
。

こ

れ
は
ラ
シ

ー
ヌ
の
悲
劇
「
フ

エ
ー
ド
ル
」
を
失
墜
せ
し
め
る
計
猥
の
下
に
、
プ
イ

ヨ
ン

公
爵
夫
人

(
l
a
d
 uc
h
e
s
s
e
 
d
e
 B
o
uill
o
n
)

ー
ー
ー
マ

文

學

研

究

-

L
C,r 

．
 

ャ，釘

l
T
il

一
座
に
と
つ
て
勿
怪
の
幸
で
あ
っ
た
。

一
阻

ト
マ
・
コ
ル

ネ
イ
ユ

「
未
知
の
人」

(
l
'
I
n
c
o
n
n
u
,
1
6
7
5
)
 

-̀

一
座
は
金
六
十
ル
ヰ
を
彼
に
賠
つ
て
専
尉
作
者
と
し
た
く
ら

（
一
六
阻
問

）

(
T
h
o
m
a
s
 

モ
リ
エ
ー
ル
亡



一
ヶ
月
の
後
に
は
全
然
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ド
・
プ
リ
J
嬢
も
、

五

（
一
六
四
五
）

陰
謀
の
道
具
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ

の
債
値
に
於
て
は
ラ
シ
ー
ヌ
の
そ
れ
と
比
絞
に
な
る
も

の
で
は
な
い
が
、
新
進
作
家
プ
ラ
ド

ン
は
こ
の
恥
づ
可
き
仕
事
を
、
光
榮
と
し
て
森
ん
で
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ラ
シ

ー
ヌ
の
「フ

ェ
ー
ド
ル
」
は
同
年

一
月

一
日
、
プ
ル
ゴ

ー

二

宮
劇
圃
に
よ
っ
て
、
ー
ー
所
は
プ
ル
ゴ

ー
ニュ
{c-r. 劇
場
で
あ
っ
た
か
、
或
は
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ュ

宮
で
あ
っ
た
か
、
聯
か
明
瞭
で
な
い
、
(cf
.

les 
G
r
a
n
d
s
 E
c
r
i
v
a
i
n
s
 
d
e
 l
a
 
F
r
a
n
c
e
,
 O
e
u
v
r
e
s
 
d
e
 R
a
c
i
n
e
,
 t
o
m
e
 
III
,
 
p
.
 2
4
5
 ,
 2
4
7
)
ー

却刻
~
油
似
廿

J
r
っ
わ
代
ヤ
や
王
l
ハ
八~
の
価
区i
E々
p

女
俊
シ
ャ
ン
メ

ー
レ
(
l
a
C
h
a
m
p
m
e
s
le
)

で
あ
っ
た
。
（
文
學
研
究
第
十
四
輯
拙
稲
五
二
頁
参
照
）
。
プ
ラ
ド
ン

の
方
の
女
主
人
公
の
役
は

モ
リ
エ

ー
ル
嬢
も
こ
れ
を
ひ
き
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
デ
ュ
・
ペ
ン

嬢
(
m
a
d
e
m
o
i
s
e
lle
d
u
 P
i
n
)
が
こ
れ
を
演
じ
た
。

（
序
で
乍
ら
附
言
す
れ
ば
、

常
時
男
優
の
稲
呼
に
は
氏

(
M
o
n
s
i
e
u
r
)

が
用
ひ
ら
れ
た
が
、
女
飯
の
そ
れ
に
は
夫
人

(
M
a
d
a
m
e
)

を
用
ひ

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
俳
飯
を
卑
め
る
祉
合
が
科
し
た
掟
で
あ
っ
た
。
従
つ
て
女
俊
は
す
べ
て
娯

(
m
a
d
e
m
o
i
s
elle)

と

呼
ば
れ
た
°
或
は
ま
た
定
冠
詞
la
~

附
し
て
、
ラ

・
シ
ャ
ン
メ

ー
レ
、
ラ
・
デ
ュ
．
。ハ
ル
ク
等
と
も
呼
ば
れ
た
）
。
プ
イ
ヨ
ン
夫
人
は
附
座
の

棧
敷

(
le
s
lo
g
e
s
)

を
ハ
日
分
買
ひ
占
め
、
そ

の
為
に
一
萬
五
千
リ
ー
ヴ
ル
を
投
し
た
と
侮
へ
ら
れ
る
。
か
や
う
な
根
強
い
陰
謀
は
相
営

炊
を
奏
し
て
、
ラ
シ

ー
ヌ
の
「フ

ェ
ー
ド
ル

」
は

一
時
失
墜
を
鹿
念
さ
れ
る
程
の
不
入
り
を
見
た
が
、
時
の
経
つ
に
従
つ
て
陰
謀
の
力
は
消

散
し
、
公
衆
の
正
裳
の
判
断
は
ラ
シ
ー

ヌ
の
「フ

ェ
ー
ド
ル
」
に
決
定
的
の
勝
利
を
典
へ
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
に
反
し
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
の
「
フ

ェ
ー
ド
ル

」
は
最
初
は
異
数
の
盛
況
を
見
て
プ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ宮
制
場
に
打
勝
つ
た
如
く
見
え
た
が
、

典
行
成
納
は
時
と
共
に
下
り
坂
と
な
り
、

右
に
述
べ
た
「
石
の
牲
裳
」
の
改
作
と
、

プ
ラ
ド
ン

の
「フ

ェ
ー
ド
ル
」

の
上
油
と
は
ゲ
ネ
ゴ

ー
制
場
が
犯
し
た
二
つ

の
過
失
と
し
て
潔
癖

な
油
劇
史
家
に
非
難
せ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
然
し
劇
場
経
醤
の
衝
に
常
る
者
と
し
て
こ

の
程
度
の
政
策
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

コ
メ
デ
ィ

ー
。

フ

ラ

ン

セ

ー

ズ
の

常

革



質
上

の
併
合
は
同
月
二
十
冗
日
、

場
は
殆
ん
ど
致
命
的
な
打
繋
を
被
つ
て
し
ま
っ
た
。

殊
に
「
石
の
牲
突
」
は
モ

リ

エ
ー
ル
の
生
存
中
十
冗
回
の
上
派
を
見
た
の
み
で
、
無
言
の
屈
迫
の
為
に
中
絶
せ
ら
れ
、

こ
れ
が
ト
マ
・
コ
ル
ネ
イ
ユ
の

改
作
の
危
に
無
難
に
、
大
成
功
を
以
て
上
派
せ
ら
れ
、
制
場
の
米
樅
と
な
り
了
つ
た

コ

メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ

ン
セ

ー

ズ
が
原
作
の
「
石
の
葬
蕊」
を

再
姻
す
る
ま
で
、
「
ド
ン•
ジ
ュ
ア
ン

」

と
云
へ
ば
必
す
韻
文
の
喜
制
が
用
ひ
ら
れ
た

の
で
あ
る。

）
ま
た
「
フ
ェ
ー
ド
ル
」の
問
題
に
脳
し
て
は
、

ン
ド
ル

大
王
」
の
脚
本
の
間
題
で
モ
リ
エ

ー
ル
一
庇
な
儀
切
る
如
き
行
為
を
な
し
て

ゐ
る
の
を
111
心
へ
ば
（
文
學
研
究
第
十
四
輯
、
拙
稿
第
五

一
頁
参
照
）
一

概
に
ゲ
ネ
ゴ
ー
刺
場
の
み
を
毀
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
息
ふ
の
で
あ
る
。

更
に
同
削
場
の
痛
手
と
な
っ
た
の
は
、
悲
劇

上
梓
も
せ
ら
れ
な
か

さ
き
に
ラ
シ

ー
ヌ
が
「
ア
レ
ク
サ

一
六
七
九
年
復
活
祭
の
休
暇
後
（
序
で
乍
ら
、

裳
時
の
演
刺
季
節
は
復
活
祭
休
暇
を
境
と
し
て
更
ま
る

の
で
あ
っ
た
。
従
つ
て
俳
飯
の

移
動
も
多
く
は
こ

の
休
暇
を
期
と
し
て
行
は
れ
た
。
）
名
女
俊

シ
ャ
ン
メ

ー
レ
媒
が
プ
ル
ゴ
ー

□

宮
を
去
つ
て
、

し
た
。
彼
女
と
共
に
ラ
シ

ー
ヌ
の
レ
ペ
ル
ト
ワ
ー
ル
も
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
は
ゲ
ネ
ゴ

ー
劇
場
に
と
つ
て
大

き
な
幸
運
で
あ
り
、

っ
た
作
品
で
あ
る
。

文

そ
れ
だ
け
に
ま
た
プ
ル
ゴ

ー
ご
宮
に
と
つ
て
打
撃
は
大
き
か

っ
た。

ゲ
ネ
ゴ

ー
劇
場
に
加
入

俳
飯
ラ
・
ト
リ
ー

エ
ー
ル
が
一

六
八

0
年
七
月
二
十
七
日
に
死
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
重
な
る
損
失
に
よ

っ
て
、
プ
ル
ゴ

ー
□

宮
剌

こ
の
打
限
が
プ
ル
ゴ

ー
□

宮
と
ゲ
ネ
ゴ

ー
劇
場
と
の
併
合
の
直
接
動
因
と
な
っ
た

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
八
月
十
八
日
附
の
勅
令
は
面
制
場
の
併
合
を
命
じ
、
且
つ
新
劇
刷
に
加
入
す
べ
き
俳
仮
名
を
列
記
し
、
こ
の
勅
令

に
従
は
ざ
る
も
の
は
巴
里
市
に
於
て
川
派
す
る
こ
と
を
得
す
と
命
じ
て
あ
る
。
俳
飯
の
数
は
男
飯
十
四
名
、
女
餃
十
二
名
で
あ

っ
た
。
事

の
で
あ
っ
た
。（
自
後
、

母t

研

究

ゲ
ネ
ゴ

ー
刺
場
に
於
け
る
「
フ

ェ
ー
ド
ル
」
と
「
オ
ル
レ
ア
ン
行
き
乗
合
馬
車
」
(
les
C
a
r
r
o
sses 
d
'
O
r
 
,
 

le
a
n
s
,
 c
o
m
e
d
i
e
 e
n
 u
n
 a
c
te
 d
e
 
L;-.
c
h
a
p
e
ll
e
)

と
の
L
4
紐
5

か
ら
呻旦
現
せ
ら
れ
た
。

一
八
四
六
年
に
、

第
十
五
輯

-~ ，，ヽ

（
一
六

四
六
）



さ
て
イ
ク
リ
ヤ
人
剌
圃
は
先
に
國
王
附
訓
圃
が
。
ハ

レ
ー
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
存
追
は
れ
て
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
に
移
っ
た
時
、
共

々
に
同
劇

場
に
移
り
、
非
常
日
の
出
演
を
行
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
プ
ル
ゴ
ー

□

宮
劇
場
が
無
住
と
な
っ
た
の
で
、
同
制
場
の
方
に
移
る
こ

と
A
な
っ
た
。
従
つ
て
併
合
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
劇
圃
は
従
来
火
、
金
、

で
あ
っ
た
。

従
来
イ
タ
リ
ヤ
人
俳
優

(les
c
o
m
e
d
i
e
n
s
 
i
t
a
l
i
e
n
s
)

に
封
し
、

日
の
三
日
の
出
演
の
習
慣
を
殷
し
て
毎
日
出
演
の
例
を
開
い
た
の

次
で
十
月
二
十
一
日
附
の
勅
栂
(
l
a
lettre 
d
e
 c
a
c
h
e
t
)
は
、
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
剌
場
と
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
と
に
拙
つ
て
ゐ
た
雨
制
園
の
併

合
を
行
ふ
こ
と
が
、
派
出
を
完
盤
な
ら
し
む
る
に
適
賞
な
り
と
す
る
國
王
の
叡
慇
を
表
明
し
、

更
に
劇
圃
の
技
藝
を
向
上
せ
し
む
る
為
巴
里
市
中
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
制
圏
と
し
て
の
獨
占
椛
を
賦
典
す
る
こ
と
を
宜
言
し
て
ゐ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
俳
俊

(
l
e
s
c
o
m
e
d
i
e
n
s
 
f
r
a
n
s
;
a
i
s
)

と
稲
す
べ
き
も
の
が
、

三
園
閥
（
後
に
は
二
圃
閤
）
併
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
時
以
来
一
固
閥
と
な
り
、
従
つ
て
フ
ラ
ン
ス
人
俳
飯
の
名
稲
が
運
ち
に
併

フ
ラ
ン
ス
人
制
固

(
l
a
c
o
m
e
d
i
e
 
f
r
a
n
s
:
a
i
s
e
)

な
る
名
稲
も
こ

の
時
以
来
始
め
て
、
固
有

コ
メ
デ
4

]

・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
が
正
式
に
成
立
し
た
の
は
質
に
こ
の
時
で
あ
る
。
今
日

も
な
ほ
同
劇
場
の
阪
告
ビ
ラ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

饗
翰
箋
等
に
用
ひ
ら
れ
る
創
立
期
が
一
六
八

0
年
と
な
つ
て
ゐ
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
そ
の
事
質
上
の
誕
生
は
一
六
五
八
年
の
ル
ー
ヴ
ル
哲
王
宮
に
於
け
る
モ
リ
エ
ー
ル
一

座
の
最
初
の
天
翌
劇
の
日
と
見
る
可
き
で

は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
は
更
に
潮
つ
て
一

六
四
一
―
―
年
の
投
蜘
制
場
旗
上
け
の
日
と
見
る
可
き
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
か
く
見
て
こ

そ
、
「
モ
リ
エ
ー
ル
の
家
」

(
l
a
l¥faison 
d
e
 
M
o
l
i
e
r
e
)

の
別
名
が
始
め
て
深
い
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

併
合
し
た
雨
制
圃
は
併
合
前
と
同
様
に
年
金
を
給
せ
ら
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
が、

コ
メ
デ
ィ
ー
•
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
の
浩
革

名
詞
的
意
義
を
持
つ
こ
と
A

な
っ
た
の
で
あ
る
。

合
後
の
新
刺
固
の
俳
仮
を
指
す
こ
と
4

な
り
、

一
七

（
一
六
四
七
）

一
六
八

二
年
に
至
っ
て
、

一
寓
二
千
リ
ー
ヴ
ル
の
年

正
式
に
併
合
を
命
じ
、
俳
俊
名
痺
を
掲
け



金
が
公
式
に
設
定
せ
ら
る
4

に
至

っ
た
。
こ
の
年
金
が
所
細叩

s
u
b
v
e
n
t
i
o
n

で
あ
っ
て、

v
e
n
t
i
n
n
e

と
稲
せ
ら
れ
る

の
は
こ

の
故
で
あ
る
。
ル
ヰ
十
四
恨
と
宰
相
コ
ル
ベ
ー
ル
と
の
署
名
の
下
に
こ
の
年
金
を
規
定
し
た
昴
附

(
l
e

b
r
e
ve
t
)

は
、
今
も
尚
コ
メ
デ
ィ

ー・

フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
の
俳
仮
控
室

(
le

f
o
y
e
r
 d
e
s
 
a
rt
i
s
t
e
s
)

に
恭
し
く
掲
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
第
一
の
、
最
初
の
官
設
劇
場
は
正
式
に
創
立
せ
ら
れ
た
。
十
七
枇
紀
を
通
じ
て
幾
多
の
波
瀾
肌
折
を
継
た
フ
ラ
ン

ス
人
制
園
が
、
途
に
こ
4

に
賂
備
し
た
、

充
牲
し
た
制
場
に
到
逹
す
る
ま
で
に
は
、
國
王
の
絶
大
な
る
保
訛
、
奨
馳
が
そ
の
功
品
の
大
牛

を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
°
勿
論
國
王

の
俳
優
園
に
到
す
る
命
令
は
絶
釘
的
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
國
王
の
琳
横
、
氣
紛

れ
、
物
好
き
の
第
に
如
何
ほ
ど
の
苦
汁
を
行
め
さ
せ
ら
れ
た
か
＾
JJ
ら
な
い
。
モ

リ
エ
ー

ル
の
如
き
自
砂
心、

名
界
心
の
弛
か
っ
た
人
物
す

ら、

國
王
に
釘
す
る
態
度
、
言
癖
に
は
、
今
日

の
我
々

に
多
少
の
苦
々

し
さ
を
感
ぜ
し
め
る
程
の
阿
映
、
卑
屈
の
色
が
見
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
ル
ヰ
十
四
泄
は
奨
に
油
制
を
愛
好
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
中
に
於
け
る
翌
安
に
演
劇
は
鋲
く
可
か
ら
ざ
る
餘
興
で
あ
っ
た
。

時
と
し
て
は
王
自
ら
剌
中
の

一
人
物
に
扮
す
る
こ
と
さ
へ
あ
っ
た
。
ま
た
王
宮
の
一
部
を
公
衆
劇
場
と
し
て
開
放
し
た
こ
と
も
既
に
記
し

た
通
り
で
あ
る
。

一
國
の
元
首
が
か
く
ま
で
に
派
剌
を
愛
好
し
、
こ
れ
を
保
祗
し
た
こ
と
は
空
前
絶
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば

王
の
治
下
に
於
て
拙
界
に
類
例
の
な
い
官
設
刺
場
が
完
成
せ
ら
れ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

併
合
後
の
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
の
國
王
附
刺
閥
は、

常
時

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
最
も
俊
秀
な
る
俳
仮
を
網
羅
し
て
、

の
技
藤
の
多
種
多
様
、
闘
熟
に
於
て
も
、
他
に
比
類
の
無
い
綜
合
閤
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
°
勿
論
併
合
賞
初
に
於
て
は
、
雨
劇
場
の

文

昇上

九

研

究

第
十
五
輯

コ
メ
デ
ィ
ー・

フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
が
le

t
h
e
a
tre
 s
u
b
 ,
 

八~

そ
の
敷
に
於
て
も
、
そ

（
一
六
四
八
）



た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
祖
作
に
欄
す
る
配
役
の
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

九

（一

六
阻
九
）

一
六
八
七
年
六
月
二
十
日
、

占
醤
目
が
混
肴
せ
ら
れ
る
腐
に
、
配
役
の
開
者
が
か
な
り
起
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
元
来
新
作
の
配
役
は
作
者
の
註
文
通
り
に
行
は
れ

コ
ル
ネ
イ
ュ
、

ラ
シ

ー
ヌ
、

一
座
は
新
し
い
劇

一
座
は
同
削
場

キ
ノ

ー
等
の
諸
作

家
は
、
そ
の
存
作
の
配
役
を
改
め
て
指
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
観
衆
の
典
味
も
面
座
の
併
合
に
よ
つ
て
大
い
に
煽
ら
れ
た
や
う

で
あ
る
。
併
合
後
最
初
の
出
樅
、
即
一
六
八

0
年
八
月
二
十
五
日
の「
フ
ェ
ー
ド
ル
」
と
「
オ
ル
レ

ア
ン
行
き
乗
合
馬
車
」
の
典
行
成
績
は
、

そ
の
二
日
前
の
同
一
番
組
の
典
行
牧
入
の

二
倍
以
上
に
上

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

然
し
フ
ラ
ン
ス
人
制
薗
は
永
く
ゲ
ネ
ゴ
ー
劇
場
に
拙

つ
て
ゐ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

の
立
ち
の
き
を
宜
告
せ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

土
地
の
一
部
に
、

ゲ
ネ
ゴ

ー
制
場
の
間
近
、
今
日
綜
合
學
士
院

(
l
HI
n
s
 ti
 tut
)

の
在
る

丁
度
そ
の
頃
「
四
箇
問
校
」

(
le
c
o
ll
e
g
e
 
d
e
s
 
Q
u
a
tr
e
 N
a
t
i
o
n
s
)
が
開
設
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
マ
ザ
レ
ン
字
相
の
逍
贈

に
よ
つ
て
建
て
ら
れ
、
特
に
字
相
の
在
職
中
締
結
せ
ら
れ
た
ム
ン
ス
タ

ー
(
M
u
n
s
ter
)

條
約
及
ぴ

ピ
レ

ネ
條
約
に
よ
つ
て
、

に
編
入
せ
ら
れ
た
四
ヶ
國

P
i
g
n
e
r
o
l
,
A
ls
a
c
e
,
 le
s
 
P
a
y
s
 ,
 
B
a
s
,
 le 
R
o
u
s
s
i
l
l
o
n

の
良
家
の
子
弟
で
胆
孟
武
に
乏
し
い
者
を
各
國
十
五
名

宛
六
十
名
を
牧
容
し
て
、
無
料
で
数
育
を
施
す
こ
と
を
主
嬰
目
的
と
し
て
あ
っ
た
。
宇
相
の
迫
賠
は
一
六
六
一
年
に
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、

愈
々

開
校
の
運
ぴ
と
な
っ
た
の
は

一
六
八
八
年
十
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
°
ソ
ル
ボ

ー
ヌ
大
學
が
こ
の
狼
校
の
線
監
枠
を
委
托
せ
ら
れ

四
名
の
郎
士
が
将
訊
字
官

(
l'in
s
p
e
c
te
u
r
)

の
夜
格
で
任
命
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
ソ
ル
ボ

ー
ヌ
の
膊
士
逹
は
こ
の
任
命
を
受
諾
す
る
に
賞
つ

て
、
同
佼
の
間
近
に

コ
メ
デ
：
l
・
フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
の
存
在
す
る

こ
と
を
数
育
上
弊
害
あ
り
と
し
、
劇
場
を
遠
ざ
け
る

こ
と
を
要
求
し
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
要
求
は
受
狸
せ
ら
れ
、
制
場
は
三
ヶ
月
の
猶
餘
期
限
付
で
移
韓
の
宜
告
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス

場
を
建
設
す
る
診
土
地
の
物
色
に
至71
手
し
た
が
、
固
王
の
欄
心
が
背
日
の
如
く
で
な
い
今
日
、
ー
ー
ー
そ

の
上
國
王
は
封
外
の
語
問
題
に
忙

n

メ
デ
ィ
ー
•

フ
ラ
ン
セ

ー

ズ
の
泊
革



(
J
e
a
n
 
C
a
m
p
i
s
t
r
o
n
)
、
ボ
ワ
イ
エ

制
場
は
隆
盛
を
綬
け
た
。
コ
ル
ネ
イ
ュ

、
ラ

シ
ー
ヌ
、

土
地
に
目
屋
を
つ
け
て
、
國
王
の
許
可
を
得
る
と
、
そ

の
数
萬
の
司
祭
が
必
す
宗
敬
上
の
理
由
に
よ
り
國
王
に
許
可
取
消
を
賄
願
し
た
。

或
る
時
は
始
め
か
ら
許
可
を
得
ら
れ
ぬ
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
一
座
は
約
十
ヶ
所
程
の
候
柿
地
を
断
念
し
た
學
句、

フ
ォ
セ
・
セ
ン

・ジ
ェ
ル
メ
ン
・
デ
・。
フ
レ
新
街

(
r
u
e

N
e
u
v
e
 ,
 
d
e
s
 ,
 
F
o
s
s
e
s
 ,
 
S
a
i
n
t
 ,
 
G
e
r
m
a
i
n
 ,
 
d
e
s
 ,
 
P
r
e
s
)

の
エ
ト
ワ
ル
咋
ナ
球
場

(
le

j
e
u
 
d
e
 p
a
u
r
n
e
 
d
e
 l'Et

oile)~ 

買
牧
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
今
日
の
第
六
面
で
ア
ン
シ
ェ

ー
ヌ
・
コ
メ
デ
ィ
ー
街
ニ
（
マ
ザ
リ

ー
ヌ
街

の
延
長
）
の
十
四
番
地
に
裳
る
所
で
、
街
の
名
の
「
芭

コ
メ
デ
:
l
」
は
こ
4

に
建
て
ら
れ
た
コ
メ
デ
4

ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
因
ん
で
後
に

か
く
改
稲
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
0

セ
ー
ヌ
河
の
左
岸
、
右
岸
を
住
所
を
求
め
て
喪
家
の
犬
の
如
く
さ
ま
よ
っ
た
學
句
、
結
局
落
ち
瘤
い
た

の
が
、
も
と
の
劇
場
と
殆
ん
ど
同
町
と
云
つ
て
よ
い
位
の
、
従
つ
て
四
箇
國
校
か
ら
も
申
繹
だ
け
遠
ざ
か
っ
た
地
黙
で
あ
っ
た
の
は
柳
か

皮
肉
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
界
隈
と
コ
メ
デ
4

ー
・
フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
と
は
よ
く
／
＼
深
い
因
緑
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
直
ち
に
こ

の
土

地
に
制
場
の
建
築
が
始
め
ら
れ
、
一
六
八
九
年
四
月
十
八
日
「
フ
エ
ー
ド
ル
」
と
「
心
な
ら
す
も
罹
者
に
さ
れ
」

(
l
e

M
e
d
e
 g
 
1
 

m
a
l
g
r
e
 I
u
i
)
 

と
を
以
て
、
華
々
し
く
開
場
式
が
行
は
れ
た
。
こ

の
新
制
場
建
設
に
就
て
コ
メ
デ
4

ー
は
二
十
寓
リ
ー
ヴ
ル
の
借
り
を
作
り
、
以
後
俳
飯

述
は
各
自
の
所
得
金
か
ら
こ
れ
を
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
彼
等
は
今
度
こ
そ
自
分
逹
の
劇
場
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

雨
後
一
七
七

0
年
ま
で
、
約
一
泄
紀
間
彼
等
は
こ
4

に
腺
り
絞
け
た
の
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ビ
ス
ト
ロ
ン

月
八
日

一
座
に
到
す
る
排
斥
、
嬢
悪
と
な

つ
て
、

殺
さ
れ
て
ゐ
た
し
ー
モ
リ
エ
ー
ル

の
生
前
か
ら
彼
の
制
場
に
注
が
れ
て
屈
た
キ
リ
ス
ト
放
徒
の
善
意
、
悪
意
の
反
感
は
、
落
目
と
な
っ
た

文

絹し

研

究

一
座
の
土
地
貿
入
れ
を
頻
り
に
妨
布
す
る
の
で
、
契
約
は
中
々
器
ら
な
か
っ
た
。

第
十
五
輯

一
崩
が
或
る

モ
リ
エ
ー
ル
の
作
品
が
依
然
観
客
に
喜
ば
れ
、
主
た
る
上
演
種
目
で
あ
っ
た
。

(
l'a
b
b
e
 
C
l
a
u
d
e
 
B
o
y
e
r
)
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
・
シ
ャ
ン
セ
ル
(

]

0

s
e
p
h
 
L
a
g
r
a
n
ge
、

二

0

（
一
六
五

0
)

J

ヽ
＼

＼

F

-

7
jノ
ノ

ク



あ
っ
た
。

C
h
a
n
ce
l
)

等
の
亜
流
の
悲
劇
、

ダ
ン
ク

ー
ル
(
F
lo
r
e
n
t
D
a
n
c
o
u
r
t
)
、

(
C
h
a
r
les 
R
i
v
ie
r
e
 D
u
f
r
e
s
n
y
)
、
ル
・
サ
ー
ジュ

(
A
la
i
n
,
 
R
e
n
e
 
L
e
 S
a
ge
)

等ザモ

リ
エ
ー
ル
の
流
を
汲
ん
だ
新
進
作
家
の
喜
劇
も
番
組

念
賑
は
し
た
。
か
く
し
て
コ
メ
デ
ィ
ー・

フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
は
繁
榮
の
裡
に
十
七
批
紀
を
送

っ
た
。

以
上
コ
メ
デ
:
l
•

フ
ラ
ン
セ

ー

ズ
の
淵
源
か
ら
十
七
祉
紀
間
の
そ

の
活
革
の
年
代
記
的
略
述
を
終
っ
た
。こ
4

で
私
は
ひ
と

ま

づ
本
稿

の
筆
を
止
め
る
こ
と
に
す
る
。
＋
八
、
十
九
、
及
ぴ
現
拙
紀
に
亙
る
同
劇
場
の
歴
史
に
就
て
は
、
次
の
機
會
に
於
て
記
述
を
絞
け
る
つ
も

コ
メ
デ
ィ
ー・

フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
の
創
設
賞
時
に
於
け
る
そ
の
組
織
、
経
禁
法
の
大
略
を
記
し
て
お
く
こ

と
は
あ
な

國
王
に
到
す
る
隷
蜀
、
國
王
か
ら
下
賜
せ

ら
れ
る
年
金
を
別
と
す
れ
ば
、

俳
飯
間
は

一
個
の
組
合

(
la
・_soci
e
te
)

の
共
同
出
賓
省
で
あ

っ
た
。

の
故
で
あ
る
。
出
資
と
い

ふ
の
は
彼
等
の
技
藝
で
あ
る。

従

つ
て
理
論
的
に
は
各
自
の
出
衰
の
債
値
は
決
し
て
平
等
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
組
合
は
各
組
合
員
の
出
査
を
原
則
上
平
等
と
認
め
、
彼
等
に
釘
し
平
等
の
利
盆
配
裳
を
行
っ
た
c

利
盆
配
裳
の
方
法
は
誠
に
簡

輩
で
あ
っ
た
。

毎
興
行
の
終
了
後
、
そ
の
日
の
牧
入
が
計
卯
せ

ら
れ
た
。
こ
の
勘
定
に
は
各
俳
優
が
立
會
ふ
椛
利
を
持
つ
て
ゐ
た
。
唯
、

會
計
方

(
le
tre
s
o
ri
e
r
)

と
、
書
記

(
le
s
e
c
re
ta
ir
e
)

と、

監
杏
役

(
le
c
o
n
tr
 
,
 
ole:ir)

の
三
役
員
は
必
す

立命日
は
ね
ば
な
ら
ぬ
定
め
で

（
こ
れ
等
の
役
員
は
俳
仮
中
か
ら
選
ば
れ
、
全
く
無
給
で
あ
っ
た
。
）
勘
定
が
で
き
る
と
、

n

メ
デ
ィ
ー
•

フ
ラ

ン

セ
ー

ズ
の
浩
革

1
0
 

が
ち
無
意
義
で
は
あ
る
ま

い
と
考

へ
る
。

り
で
あ
る
。
唯
最
後
に
、

種
々
の
難
闘
に
進
は
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

（一

六
五
一

）

コ
メ
デ
4

ー・

フ
ラ
ン
セ

ー
ズ
の
主
開
は
俳
仮
肌
で
あ
っ
た
。

新
し
い
世
紀
と
共
に
コ

メ
デ
ィ
ー
は
ま
た

ル
ー―
ャ
ー
ル
(
J
e
a
n
,
 

Fra

n
~ois 

R
e
g
n
a
r
d
)
、

デ
ュ
フ
レ

ー
ニ
ー

コ
メ
デ
ィ
ー
の
俳
俊
が
組
合
員

(
S
o
c
i
e
t
a
i
r
e
)

と
呼
ば
れ
る

の
は
こ

日
々

の
雑
費
が
控
除
せ
ら
れ
る
。



若
し
共
同
で
支
彿
ふ
可
き
負
偵
が
あ
る
場
合
等
は
そ
れ
も
差
引
か
れ
る
。
か
く
し
て
残
っ
た
も
の
が
俳
飯
の
数
に
應
じ
て
等
分
せ
ら
れ
、

即
時
配
賞
せ
ら
れ
る

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
各
自
の
配
賞
分
を

l
a
p
a
r
t

と
呼
ん
た
の
で
あ
る
。

p
a
r
t
 
e
n
t
i
e
r
e
)
 1~ 

受
け
た
の
で
あ
る
が
、
四
際
上
は
若
く
未
熱
な
俳
似
、
或
は

二
、
三
流
の
俳
仮
は
半
配
貨
分

(
u
n
e
d
e
m
i
 ,
 
p
a
rt
)
、
四

分
の
一
配
喋
5

分

(
u
n
q
u
a
r
t
 
d
e
 
p
a
r
t
)

に
廿
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
）

コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
成
立
の
際
の
配
賞
分
の
数

は
二
十

一
と
四
分
ノ
一
で
あ
り
、
全
配
裳
分
の
者
は
男
仮
十
名
、
女
仮
七
名
、
牛
配
裳
分
の
者
、
男
飯
四
名
、
女
仮
三
名
、

（
一
六
八
0
年
八
月
十
八
日
附
の
勅
令
中
の
俳
仮
名
部
で
は
男
俊
十
四

名
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
デ
ュ
・
ク
ロ
ワ
ジ

ー
(
D
u

C
r
o
i
s
y
)

が
引
退
を
命
ぜ
ら
れ
て
名
痴
に
載
つ
て
ゐ
な
い
為
で
あ
る
。

の
後
彼
自
身
の
希
望
と
僚
友
の
詰
願
に
よ
り
二
分
J

一
配
裳
分
と
し
て
復
活
し
た
の
で
、
同
年
十
月
二
十
一
日
附
勅
饗
で
は
男
飯
十
五
名

一
六
八
五
年
、
配
棠
分
の
数
は
二
十
三
と
定
め
ら
れ
、
こ

の
数
は
大
革
命
ま
で
斐
更
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た

こ
の
頃
か
ら
、
配
裳
分
に
預
か
ら
す
、

給
金
を
買
つ
て
働
く
俳
飯
の
存
在
が
始
ま
つ
て
ゐ
る
。

優
の
地
位
、
牧
入
の
向
上
に
述
れ
、
こ
の
制
剥
に
加
入
を
望
む
者
の
多
く
な
っ
た
の
は
常
然
で
あ
っ
た
。
他
方
紐
合
は
、
後
に
記
す
通
り

退
職
者
に
終
身
扶
助
料
を
彿
ふ
定
め
で
あ
っ
た
か
ら
、
組
合
に
加
入
せ
し
む
可
き
人
物
の
選
考
に
慎
重
と
な
っ
た
の
も
常
然
で
あ
っ
た
。

こ
の
揺
に
或
る
敷
の
若
手
俳
飯
を
試
験
的
に
舞
盗
に
立
た
せ
て
見
る
習
恨
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

存
在
す
る
給
金
俳
飯

(
l
e
p
e
n
s
i
o
n
n
a
i
r
e
)

の
制
度
の
起
源
は
こ
4

に
渕
る

の
で
あ
る
。

老
齢
或
は
疾
病
の
箆
組
合
脱
退
の
已
む
な
き
に
至
っ
た
者
に
は
、
紐
合
は
一
千
リ

ー
ヴ
ル
の
終
身
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ

た
。
而
し
て
こ

の
年
金
は
隈
退
者
の
跡
を
製
つ
て
組
合
員
に
な
っ
た
者
の
負
掠
で
あ
っ
た
。

裳
分
の
者
、
男
仮
一
名
、
女
俊
二
名
都
合
二
十
七
名
で
あ
つ
た
。

文

江

●

研

究

第
十
茸
輯

（
因
に

I

7

ハ
八
八
年
に
於
け
る
組
合
員
の
配

今
日
テ
ア
ー
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ

ー
に

四
分
ノ
一
配

コ
メ
デ
ィ
イ
・
フ
ラ
ン
七
ー
ズ

の
隆
盛
、
俳

然
る
に
そ

各
俳
飯
は
原
則
と
し
て
全
配
賞
分

(
l
a

（
一
六
五
二
）



王
の
年
金
を
受
け
て
居
る
限
り
、

合
に
於
て
、

そ
の
支
配
を
受
け
て
ゐ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
た
。

（
一
六
五

＝＝
一）

賞
分
年
額
は
約
六
千
リ
ー
ヴ
ル
に
逹
し
た
と
l

本
は
れ
る
。
）
尚
紐
合
員
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
紹
人
に
一

千
リ
ー
ヴ
ル

の
弔
慰

一
庇
の
中
に
は
支
配
椛
を
有
す
る
者
は
無
か
っ
た
。
唯
前
記
三
名
の
役
員
が
、
自
然
経
螢
の
任
に
裳
る
認
で
あ
っ
た
。
ラ

・グ
ラ
ン
ジ
ュ

(
L
a
 G
i
-
a
n
g
e
)

の
如
き
は
永
い
間
、
書
記
と
合
計
と
を
兼
務
し
て
、
そ
の
温
厚
な
、
収
直
な
、
堅
忍
な
性
格
に
よ
つ
て
、
制
園
の
平
和
と

隆
昌
と
に
多
犬
の
貢
献
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
尚
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
ュ
に
就
て
は
前
輯
1

ハ
七
頁
参
照）

脚
本
の
採
用
に
は
別
に
委
員
會
等
は
存
在
せ
す
、
全
組
合
員
の
合
議
で
決
せ
ら
れ
た
。
即
ち
作
者
が
全
俳
飯
脳
の
面
前
で
自
作
を
朗
蔽

し、

そ
の
後
俳
仮
圃
の
多
数
決
が
採
否
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
但
し
女
似
逹
は
こ

の
朗
談
合
に
出
附
す
る

こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
°
配

役
は
作
者
の
指
定
通
り
に
決
定
せ
ら
れ
た
。
但
し
第
二
紐
の
配
役
を
設
け
る
場
合
は
俳
似
側
で
自
由
に
決
定
す
る

こ
と
に
な

つ
て
ゐ
た
。

か
や
う
に
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

の
行
政
は
頗
る
自
治
的
に
、
民
主
的
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
前
に
も
記
し
た
通
り
國

に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
て

ゐ
た
。
然
し
彼
等
は
現
今
の
テ
ア

ー
ト

ル
・
フ
ラ
ン
セ

ー
の
支
配

人

(
l
'
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
e
u
r
)

の
如
く
継
替
の
宜
務
を
挟
掌
す
る
の
で
は
な
く
、

謂
は
ゞ

一
柚
の
監
粁
官
で
あ
っ
て
、
俳
飯
間
の
紛
甜
等
の
場

そ
の
裁
断
者
と
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
勿
諭
重
要
案
件
に
就
て
は
間
接
に
國
王
の
裁
断
を
仰
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
き
刺
圃
の
機
構
は
コ
メ
デ
：
］
・
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
の
創
立
と
共
に
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
、
紙
に

モ
リ
エ
ー
ル

の
時
代
か
ら
存
在
し
た
制
閲
組
織
を
踏
製
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
唯
モ
リ
エ
ー
ル
の
時
代
に
は
一
座
の
結
合
が
逝
か
に
家

族
的
色
彩
を
帯
び
て
ゐ
た
の
で
、
例
へ
ば
退
職
後
の
年
金
の
如
き
も
特
に
規
約
に
定
め
る

こ
と
な
く
、
友
誼
的
に
解
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ

n

メ
デ
ィ
ー
•

フ
ラ
ン
セ

ー

ズ
の
沿
革

(
l
e
s
 
G
e
n
t
i
l
s
h
o
m
m
e
s
 d
e
 la
 C
h
a
m
b
r
e
)
 

金
が
賠
ら
れ
る
定
め
で
あ
っ

た。

こ
の
國
王
の
支
配
椛
は
宜
際
上
は
式
部
職
賽
族



っ
た
。
然
る
に
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ

ラ
ン
セ

ー
ズ
の
創
立
と
共
に
劇
刷
が
膨
脹
し
、
異
分
子
も
加
は
る
に
述
れ
従
来
の
家
族
的
色
彩
は
失
は
れ

公
共
物
の
性
質
が
談
駆
と
な
り
、
寓
旗
を
規
約
に
よ
っ
て
定
め
る
の
已
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
°
然
し
こ
の
時
代
に
於
て
は
規
約

と
云
つ
て
も
誠
に
雌
純
、
幼
郡
な
も
の
で
あ
る
。
以
後
年
を
経
る
に
従
ひ
、
因
習
が
累
加
す
る
に
述
れ
、
成
文
、
不
文
の
規
約
は
煩
雑
、

難
解
の
度
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
等
の
規
約
を
更
始
し
、
統
一
す
る
為
に
一
八
―
二
年
十
月
十
冗
日
「
モ
ス
コ
ー
勅
令
」

(le
d
e
c
r
e
t
 

d
e
 
M
o
s
c
o
u
)

が、

ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
帝
に
よ
つ
て
署
名
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
同
勅
令
は
コ
メ
デ
f
]

・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
監
督
、
組
織
、
行

政
、
會
計
、
苦
察
、
虚
罰
を
規
定
し
て
宛
然
一
法
典
の
観
が
あ
る
。

ら
ざ
る
文
献
で
あ
る
。
次
の
機
會
に
於
て
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

D
u
s
s
a
n
n
e
 :
 la
 C
o
m
e
d
ie ,
 
F
r
a
n
1=a
ise
.
 

参
考
響
追
加

文

卑

研

究

第
十
五
輯

現
在
の
テ
ア

ー
ト

ル
・
フ
ラ
ン
セ
ー
の
機
梢
を
知
る
為
に
敗
く
可
か

ニ
四

（
一
六
五
四
）




